
令和元年度 福島県立保原高等学校 

ICT教育講演会 
－ 福島県学術教育振興財団助成事業 － 

私たちの社会生活において ICT 機器は欠かすことができないものになってきています。

言うまでもなく、学校教育の役割である「時代を生き抜くために必要な力を児童生徒に身

に付ける」ためには、学びの場が実社会と同様な環境であることが望ましい姿です。今年

6 月に文部科学省から示された「新時代の学びを支える先端技術活用推進方策（最終まと

め）」には、新学習指導要領実施に向け、生徒一人一台の学習用端末の整備をはじめ、ICT

環境の充実や、その必要性が今まで以上に強く謳われています。 

しかし、今こうした ICT 環境の充実、教育活動における ICT 活用が求められる時代に

あって、学びの質を高める ICT 活用という本質的な議論が少ないように感じられます。 

「主体的・対話的で深い学び」をはじめとする学校運営全般における有効な ICT 活用に

ついて実践事例などからお話しいただき、さらに教員が主に ICTを活用する授業から、生

徒がどのように ICT を活用すべきかをお話し頂きます。講演の中で、参加者が ICT 機器

を活用する場面を設ける予定です。どうぞご来校下さい。 

期 日 令和元年１２月２４日（火）（1４：０0～15：５0） 
会 場 福島県立保原高等学校（伊達市保原町字元木２３） 

講 演 「これからの学びにおける ICT活用」 

講 師  埼玉県立狭山工業高等学校 主幹教諭 髙井 潤 氏 

主な経歴 

・1974 年生まれ 長野県出身 

・1999 年 4 月より埼玉県立川口工業高等学校 教諭として勤務 

・〜2014 年 3 月（14 年間）県立工業高等学校に勤務 

・2014 年 4 月から 2 年間、県立総合教育センター指導主事兼所員とし  

て教員研修を担当 

・2016 年 4 月から埼玉県教育局県立学校部高校教育指導課にて、県立学

校の ICT 環境整備に従事 

・2019 年 4 月から埼玉県立学校教育指導向上推進教員養成研修者研修に

て、グーグル・クラウドジャパン合同会社に派遣 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■参加費  無料 

■申込締切 令和元年１２月１２日（木） 

■申込先  福島県立保原高等学校 

■申込方法  

参加申込書（本校 Web サイトよりダウン 

ロード可）に必要事項を記入し、ＦＡＸまた 

は e-mail でお申し込み下さい。 

 Ｅmail  hobara-h@fcs.ed.jp 

  ＦＡＸ  024-575-3211 

※ 駐車場は保原中央交流館（保原町字宮

下 111-4 旧保原町役場）駐車場をご

利用下さい。 

※ 県立高等学校等の先生方は個人のFCS

アカウントとパスワードをご持参くだ

さい。 

詳細は福島県立保原高等学校Ｗｅｂサイト 

 https://hobara-h.fcs.ed.jp 

をご覧ください。 
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